
学校番号 T3005

教科 工業 科目 電気基礎 単位数 ２単位 年次 ２年次
使用教科書
副教材等

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。
学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。

観
点
の
趣
旨

電気の諸現象につ
いて関心を高めてい

るか。
授業全体に主体的
に取り組み、意欲的
な態度であるか。

いろいろな電気現象
がなぜ起こるかを主
体的に学ぶことがで

きる。
学んだ知識を、実
験・実習を通して表

現することができる。

基礎的な知識と技術
を活用し、実験の仮
定や分析などができ

ているか。

電気的な諸量の相
互関係を理解し、そ
れらを式の変形や計
算により求めること

ができる。

評
価
方
法

授業への取り組み
状況や態度。

ノートや問題プリント
の記入状況。

自己評価

ノートや問題プリント
への記入状況。

グループ学習等にお
ける取り組み方。

ノートや問題プリント
への記入状況。

グループ学習等にお
ける取り組み方。

問題プリント
定期テスト

電気に関する基礎的な知識と技術を習得させ、実際に活用する能力と態度を育てる

３　　学習評価（評価規準と評価方法）
観
点

a：関心・意欲・態度 ｂ：思考・判断・表現 ｃ：技能 ｄ：知識・理解

２　　学習の到達目標

令和３年度　工業科

精選電気基礎　新訂版　（実教出版）
補助プリント等

１　　担当者からのメッセージ（学習方法等）
毎回の学習内容をICT機器等を利用して説明します。
電気系列で学ぶすべての専門科目の基礎となる内容であり、問題演習を繰り返し学習することによ
り理解を深めるようにする。
グループ学習も導入し、協力して問題に取り組ませることで自信が持てるようにし、次の学習への
意欲を高めていく。その中で主体的に学習を進めていく力がついてほしいと考えています。



a b c d

5

4
電気回路の
電流と電圧

オームの法則

直列回路、
並列回路の

計算
○ ◎

電気回路の計算

○ ○

４　　学習の活動

月
単
元
名

学習内容
主な評価
の観点 単元（題材）の評価規準

・授業への取り組み状況態
度
・ノートや問題プリントの記入
・自己評価
・定期テスト

a：電流・電圧・抵抗の関係を理
解させる。
b：オームの法則を用いて電
流・電圧・抵抗を計算できるよ
うにする。
c：オームの法則を理解し、電
気の基本的な概念を表現する
ことができるようにする。

・授業への取り組み状況態
度
・ノートや問題プリントの記入
・自己評価
・定期テスト

a：基本的な直列回路や並列
回路の性質を理解させる。
b：それぞれの回路を理解し、
基本的な概念を表現すること
ができるようにする。

○

1

12

11

直
流
回
路

評価方法

10

9

7

6

直並列回路への応
用

キルヒホッフの法則

・授業への取り組み状況態
度
・ノートや問題プリントの記入
・自己評価

抵抗の性質

消費電力と熱量

・授業への取り組み状況態
度
・ノートや問題プリントの記入
・自己評価

a：磁極間の力・電気と磁気の
関係などに関心を持たせる。

d：電力とジュール熱の関係・
理解

・授業への取り組み状況態
度
・ノートや問題プリントの記入
・自己評価

c：電流の流れ、電圧降下と電
位の関係を理解させる。
d：方程式などの計算は省き、
法則・性質の理解に努める。

○○

a：導体の抵抗率、断面積、長
さの関係・理解

○

・授業への取り組み状況態
度
・ノートや問題プリントの記入
・自己評価

d：クーロンの法則や右ねじの
法則などにおいて、磁気現象
を理解させる。

○

○

電
流
と
磁
気

電磁誘導

○磁石とクーロンの法則

電流による磁界

○

・授業への取り組み状況態
度
・ノートや問題プリントの記入
・自己評価

b：電磁力や発電の現象や結
果を考察することができるよう
にさせる。

※表中の観点について　　　a：関心・意欲・態度　　　　　b：思考・判断・表現
　　　　　　　　　　　　　　　　　 c：技能　　　　　　　　　　　　　d：知識・理解

※年間指導計画（例）作成上の留意点
　・原則として一つの単元（題材）ですべての観点について評価することになるが、学習内容（小単元）の
各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けている

・授業への取り組み状況態
度
・ノートや問題プリントの記入
・自己評価

正弦波交流

交
流
回
路

3

2

・授業への取り組み状況態
度
・ノートや問題プリントの記入
・自己評価

d：直流との違いを理解させ、
交流の状態を表す諸量の意味
について理解できるようにす
る。

○


